
部分入れ歯(取り外し式）
※☆の数は比較の目安です。お口の状態にもよります。※自費治療の価格は税抜きです（歯型の料金も含む）。
※保険の費用は3割負担での目安（別に歯型の費用がかかります）。※指示に従っている場合に限り1年間保証（事故・外傷を除く）。

名称・価格 写真 ポイント 素材
違和
感

安定性 長所 短所
およその相場

（ﾈｯﾄ調べ)

チタン床
義歯

健康 義歯床に

☆
☆

☆
☆

○薄いため違和感が少ない
○硬いため安定した噛み心地
○上あごをおおう場合も、

1～3歯 10～20万円

4～7歯 15～20万円

8～14歯 20～30万円

健康
軽量

義歯床に
チタンを使用

5
☆
☆
☆
☆

4
☆
☆
☆

○上あごをおおう場合も、
　食べ物の熱が伝わる
○割れにくく、変形しない
○軽い
○金属アレルギーにならない

15～50万

コバルトコバルト
クロム床

義歯

1～3歯 10～20万円

4～7歯 15～20万円

8～14歯 20～30万円

がっちり
義歯床に
コバルトクロム
を使用

4

☆
☆
☆
☆

4

☆
☆
☆
☆

○薄いため違和感が少ない
○硬いため安定した噛み心地
○上あごをおおう場合も、
　食べ物の熱が伝わる
○割れにくく、変形しない

×金属アレルギーの可能性 15～50万

ノンクラスプ
デンチャー

4～35万円
美しい ナイロンを使用 4

☆
☆
☆
☆

3
☆
☆
☆

○バネが樹脂製なので
　入れ歯だと気づかれにくい
○違和感が少なく
装着感もよい

×歯ぐきがやせてくると、
　作り変えまたは、
　技工所に預けての
修理が必要

10～50万
4 35万円
※詳細別紙

☆
☆ 装着感もよい

○金属床との併用も可能
修理が必要

コンフォート
義歯の裏側に
生体用シリコン

☆
☆

○入れ歯が外れにくい
○しっかり噛める
○歯ぐきがやせてしまった人

×シリコンの劣化の程度
により 作り変え

計10～50万

青点線の部分がシリコン

デンチャー
※詳細別紙

安定性
痛くない

のクッション
を使用(0.75㎜
厚のシリコンを
一体成型）

2
☆
☆

5
☆
☆
☆
☆

○歯ぐきがやせてしまった人
　でも痛みが出にくい
○バネがない義歯や金属床
　との併用も可能
○シリコンに対し3年間保証

により、作り変え
  または技工所に預けて
  の修理が必要

(内、ｼﾘｺﾝ
を貼る料金
10～20万円)

プラスチック
義歯

（保険適用）

5,000
13 000円

保険適用
義歯床に
プラスチック
を使用

1☆ 2
☆
☆

○健康保険が適用できる
○調整が容易

×違和感が大きい
×バネが目立つ
×割れ変形などに対する
  耐久性が低い
×上あごをおおう場合、
食べ物の熱が伝わらな～13,000円 食べ物の熱が伝わらない


